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　日本グランプリシリーズ・プレミアの

ック公園陸上競技場で行われた。ドーハ・ア

ジア選手権と日程が重なった影響で顔ぶれは

さみしかったものの、男子砲丸投では森下大

をプットして快勝。男子十種競技は川﨑和也

でそれぞれ制した。

　男子砲丸投は社会人２年目の森下大地
（第一学院高教）が好記録を連発した。

太地（ミズノ）はアジア選手権出場のため
不在だったが、３月下旬の国士大競技会で

ブ／現・新潟アルビレックスＲＣ）や、前

陸友会）らを抑えて頂点に立った。
「１、２投目ともターンはゆっくりで、足
の位置や構えを意識しながら投げました。
２投目はしっかりと砲丸を押し切ることが
できたと思います。試合では力んでしまう
ことが多かったですが、今日はリラックス
して練習通りに投げることができました」
と充実した表情を見せた森下。これまでの

大会以来となる自己ベストと全国タイトル
を手にした。

ターハイで２位。大学で回転投法を始め、

ンカレでいずれも２位を占めた。

ニバーシアード出場を目指したが、念願の
代表入りはならず。その後、「気持ちが切
れた」時期もあって１年あまり、成績が伸

国体（成年２位）を契機に前向きな姿勢を
取り戻し、トレーニングに励んだ。
　この冬は拠点の筑波大だけでなく、他大
学にも赴き、強豪選手と合同トレーニング
を実施。日本記録保持者の中村とも練習を
行い、上半身など筋肉の各部位を細かく鍛
える補強を教わったという。「今まで僕は
あまりやってこなかったところの内容で、
投げる時により力が入るようになりまし
た」と森下。充実したトレーニングの手ご
たえは２月頃から感じるようになり、練習

ターへ予兆はあった。

クして上々の滑り出しを見せた森下。それ
でも「３、４投目でターンをスピードアップ
したけど、砲丸を押し切ることはできませ
んでした。速くてもしっかり動きができる
ようにしたい」と話す。その目線は日本人

群馬綜合ガードシステム

※太字は今季マークされたもの

TOKYO Combined Events Meet 2019
プレミア 第１戦

日本歴代６位の快投でＶ

男子砲丸投

白熱のＴ＆Ｆシーズン開幕


